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社会資本総合整備計画(第2回変更）

平成 28年11月



入野地区都市再生整備計画

平成２４年度　～　平成２８年度　（５年間）

１．イベント来訪者数
入野地区の観光地（入野浜）で開催されるイベント来訪者数

２．居住人口
入野地区内の居住人口

（H28末）

１．イベント来訪者数

35,481人 39,000人

２．居住人口

3,124人 3,000人

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 都市再生 一般 黒潮町 直接 入野地区都市再生整備計画事業 黒潮町 578.7

合計 578.7
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成28年11月1日

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

黒潮町

重点配分対象の該当

大目標：賑わいと交流を育み、安全で安心なまちづくり
目標１：都市機能の高質化により、集い・憩い・交流のできる賑わい空間を創出する
目標２：安全・安心で、豊かな自然を味わえる心地よい暮らしができるまちにする

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 最終目標値

（H24年度）

中心市街地と入野浜側との導線を整備することで、当地区への来街者数を増やし、入野地区の活性化を図る。

入野地区内の人口は近年減少傾向にある中で、都市基盤の整備や快適な居住環境の整備、防災拠点施設等を整備し、安全で安心な生活環境を形成することによ
り、定住化を促進し、減少の半減を目指す。（H28推計人口2,840人）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
578.7百万円 Ａ 578.7百万円（うち提案事業費107百万円） Ｂ ０百万円 Ｃ ０百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

面積　A=435ha

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果



計画の名称 入野地区都市再生整備計画

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 黒潮町

（参考図面）市街地整備

大方高

大方中

土佐入野駅

土佐くろしお鉄道

至 四万十市

国道56号

入野小

国道56号

国道56号大方改良道路

入野地区（４３５ha）

至 高知市

黒潮町庁舎

黒潮町庁舎建設予定地

大方あかつき館

ふるさと総合センター

入野漁港

道の駅「ビオスおおがた」

（1-A-1）入野地区都市再生整備計画事業



都市再生整備計画（第
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平成２８年１１月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 435 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成２２年度 平成２８年度

人 平成２３年度 平成２８年度

1．イベント来訪者数 入野地区の観光地（入野浜）で開催されるイベント来訪者数
中心市街地と入野浜側との導線を整備することで、当地区への来
街者数を増やし、入野地区の活性化を図る。

35,481 39,000

２．居住人口 入野地区内の居住人口

入野地区内の人口は近年減少傾向にある中で、都市基盤の整備
や快適な居住環境の整備、防災拠点施設等を整備し、安全で安
心な生活環境を形成することにより、定住化を促進し、減少の半減
を目指す。（H28推計人口2,840人）

3,124人 3,000人

大目標：賑わいと交流を育み、安全で安心なまちづくり
目標１：都市機能の高質化により、集い・憩い・交流のできる賑わい空間を創出する
目標２：安全・安心で、豊かな自然を味わえる心地よい暮らしができるまちにする

・入野地区は、役場、駅等多くの公共公益施設や商業施設が集まる町の中心地である。しかし、地区人口の減少や後継者不足による商業機能の低下、都市機能の維持が問題となっている。
・地区内には西南大規模公園があり、町の文化施設である「大方あかつき館」や入野浜の「砂浜美術館」、各種スポーツ施設など、複数のにぎわいの核を有している。
・入野地区では、海・砂浜・松原など豊かな自然環境を活かし、「私たちの町には美術館がありません。美しい砂浜が美術館です。」をまちづくりの基本理念とし、「Tシャツアート展」「はだしマラソン大会」「ホエールウォッチング」等の多くの観光イベントを実
施するなど、観光振興の発展を図っている。また、良質で豊富な第一次産業の生産物（塩、らっきょう、サトウキビ等）を活かし、黒潮町産品ブランド「黒潮印」の商品開発を行う「さしすせそ計画」を推進し、地域産業の活性化にもあわせて取り組んでいる。
・地区を東西に横断する国道56号は、交通量が13,000台/日と大変多いにもかかわらず、幅員が狭く歩道も未整備であるため、歩行者・自転車の安全確保が長年の課題であった。そのため、国において平成11年よりバイパス道路が検討され、平成23年
11月より改良工事に着手している。
・このバイパス道路整備により、役場、商店などの家屋移転や交通流動が大きく変化し、町の都市構造に大きな影響を及ぼすことが予想されるため、平成20年に入野地区まちづくり検討委員会を設置し、中心市街地商業等活性化支援事業（診断・助言）
を活用して「入野地区まちづくり構想（案）」の策定に取り組んでいる。この中で、駅前周辺をまちの核拠点と位置付け、少子高齢化に対応した都市基盤と商業機能の強化や周辺の公共公益施設や観光施設等との連携による交流人口の増加を図り、町
の中心市街地として賑わい・活力あるまちづくりの推進に取り組むこととしている。
・入野地区は、海岸沿いに位置し、低地（海抜3～5m）に公共施設や住宅が密集する津波浸水区域である。また、高齢者率（65歳以上）が30％を超える地区であるため、安全かつ迅速に避難ができるよう、避難路及び避難灯、避難場所等の整備を図るこ
ととしている。なお、「黒潮町地域防災計画」では、町内の全町道を「避難路」として位置づけを行っている。
・当町は平成18年3月20日の合併当初から庁舎移転の構想があったが、東日本大震災や平成24年3月31日南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高の公表を受け、庁舎移転予定地の変更、防災拠点施設の整備、住宅等の高台移転等を総合的に
進める必要に迫られていた。今回国道56 号大方改良に隣接する高台を造成し、新庁舎、公営住宅、防災広場等を整備し、新庁舎を中心とした防災拠点の形成を図るため、平成25年12月25日に「一団地の津波防災拠点市街地形成施設」の都市計画決
定を行っている。

・当地区には、豊かな自然環境やスポーツ施設、地場産物を扱う商店など魅力的な資源が点在しているが、情報発信や相互連携が弱く、来街者が回遊して楽しめるようになっていないため、中心市街地に来訪者を誘導する施設の整備が必要である。
・バイパス整備により、移転する商店・家屋が拡散し、まちの都市機能が低下しないよう、移転先の確保や商業機能の維持が必要である。
・高齢化が進む当地区では、高齢者や障害者はもちろん、誰もが安心して生活できるよう、道路・歩道の整備を進めるとともに、都市機能（商業・業務等）の集積による住環境の向上を図ることが必要である。
・当地区は、東南海・南海地震の津波浸水区域であり、地区内の道路は狭隘で避難困難地域もあることから、避難路及び避難場所の整備が急務となっている。
・庁舎移転等、防災拠点施設の整備に関しては、国道56号大方改良と密接に関連しており、進捗状況にも左右されるが、平成29年度の庁舎供用開始に向け、施設整備が急がれる。

・第１次黒潮町総合振興計画（平成20年策定、29目標）において、「自然環境と調和のとれたまちづくり（基盤整備）」が施策として位置付けられおり、入野地区は、国道56号大方改良事業とあわせ、新庁舎建設をはじめとする防災拠点施設の整備、商業
地の集積、農用地整備及び宅地造成など、高度土地利用を図るとともに、自然環境保全やユニバーサルデザインによる人にやさしく、安全で安心なまちづくりに取り組むこととしている。
・都市計画マスタープラン（旧大方町）では、入野駅周辺を交流拠点として位置付け、まちの駅・広場・地域交流施設・商業施設等を整備し、海・松原や公共公益施設と連携し、まちの賑わいの育成及び町のシンボル地区としての魅力づくりを図ることとし
ている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 高知県 黒潮町 入野地区

計画期間 交付期間 28



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１：都市機能の整備と賑わいのあるまちづくり

・入野駅周辺の整備により、交通結節機能の強化とともに、地域住民・来訪者の利便性の向上と新たな魅力あるまちづくりを進める。
・町役場にかわる新たなにぎわい拠点を整備することにより、イベント活動の場、住民の憩いの場、地域コミュニティを育む場等、多様な都市活動に対応
する。
・町外からの来訪者を呼び込み、中心街と周辺観光地とを円滑に周遊させるため、区域内の観光拠点施設等に情報発信機能を整備し、観光やイベント、
中心街の案内等をわかりやすく発信する。これにより、町の魅力を紹介し、観光、交流人口の増加を図る。
・運動公園・主要観光地（入野浜・松原）と入野地区中心部を結び、豊かな自然を眺め安全快適に通行できるように、町道整備（拡幅・歩道整備）や照明、
案内板等、来訪者の誘導施設整備を行う。これにより、観光客等の回遊性を向上させ、交流人口の拡大を図る。

地域生活基盤施設（基幹事業）
道路（基幹事業）

整備方針２：安全・安心で快適な暮らしを実現する住環境整備
・道路（歩道）等の基盤整備を行い、日常の生活道として、また災害時の避難路として安全に利用できる環境を整備する。
・バイパス整備による商店・家屋の移転に伴い、町の都市機能を損なわず、移転者が居住環境レベルを維持しながら移転できるための宅地を整備する。
・町の防災拠点を強化するため、入野地域の高台に防災拠点施設の整備を行い、新たな防災まちづくりを進め、地域住民の安全、安心の確保に努め
る。

地域生活基盤施設（基幹事業）
道路（基幹事業）
地域創造支援事業（提案事業）

・



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 黒潮町 直 320m 24 28 24 28 23.9 23.9 23.9 23.9

〃 黒潮町 直 320m 24 27 24 27 30.4 30.4 30.4 30.4

〃 黒潮町 直 220m 24 24 24 24 24.1 24.1 24.1 24.1

〃 黒潮町 直 200m 24 27 24 27 82.1 82.1 82.1 82.1

〃 播下線 黒潮町 直 100m 27 27 27 27 13.0 13.0 13.0 13.0

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 調整池 黒潮町 直 ３箇所 27 28 27 28 298.6 298.2 298.2 298.2

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 472.1 471.7 471.7 471.7 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

黒潮町 直 10戸 24 26 24 26 105.0 105.0 105.0 105.0

黒潮町 直 － 28 28 28 28 2 2 2 2

－

－

－

合計 107.0 107.0 107.0 107.0 …B
合計(A+B) 578.7

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

国 国交省 L=2.6km ○ H11 5,600,000

合計 5,600,000

一般国道56号　大方改良 黒潮町入野

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

事業期間
全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

地域創造
支援事業

宅地開発事業 城山　宅地開発

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

細項目 うち民負担分
入野駅前線

松原線

大和田線

宅地内道路

交付対象事業費 578.7 交付限度額 231.6 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

　入野地区（高知県黒潮町） 面積 435 ha 区域 黒潮町入野

大方高

大方中

土佐入野駅

土佐くろしお鉄道

至 四万十市

国道56号

入野小

国道56号

国道56号大方改良道路

入野地区（４３５ha）

至 高知市

黒潮町庁舎

２６

２2

２２

こ

黒潮町庁舎建設予定地

大方あかつき館

ふるさと総合センター

入野漁港

道の駅「ビオスおおがた」



イベント来訪者数 （　人　　） 35,481 （Ｈ２２年度） → 39,000 （Ｈ２８年度）

居住人口 （　人　　） 3,124 （Ｈ２２年度） → 3,000 （Ｈ２８年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　入野地区（高知県黒潮町）　整備方針概要図

目標

大目標：賑わいと交流を育み、安全で安心なまちづくり

目標１：都市機能の高質化により、集い・憩い・交流できる賑わいのあるまちづくり

目標２：安全・安心で、豊かな自然を味わえる心地よい暮らしができるまちにする

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■提案事業
（事業活用調査）

・事業効果分析調査

■提案事業
（地域創造支援事業）

・宅地開発事業

■基幹事業
（道路）

・大和田線

■基幹事業
（道路）

・入野駅前線

■基幹事業
（道路）

・宅地内道路

入野地区（４３５ha）

■一団地の津波防災
拠点市街地形成施設

（調整池）

■基幹事業
（道路）

・松原線

■基幹事業
（道路）

・播下線


